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ジオドレーン工法

ジオドレーン工法は、軟弱地盤を改良するバーチカルドレーン工法の一種で、
環境に配慮しつつ排水性能とコスト削減を両立させた工法です。

鉛直ﾄﾞﾚｰﾝ材から排出された水は、水平
ﾄﾞﾚｰﾝ材を介して場外に排水される。

地盤に打設された鉛直ﾄﾞﾚｰﾝ
材は、排水能力の高い通水路
となり土中の水の排水時間が
短縮される= 圧密時間の短縮
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ジオドレーン工法
PVD+水平ﾄﾞﾚｰﾝ+載荷盛土

載荷盛土

水平ﾄﾞﾚｰﾝ (生分解性)

バーチカルドレーン（生分解性）

排水方向軟弱地盤

工法比較

従来工法
 PVD+載荷盛土

載荷盛土

サンドマット（良質砂）

バーチカルドレーン（石油系）

排水方向軟弱地盤

盛土

ﾊﾞｰﾁｶﾙﾄﾞﾚｰﾝ材

ｻﾝﾄﾞﾏｯﾄ 盛土

水平ﾄﾞﾚｰﾝ材(生分解)

ﾊﾞｰﾁｶﾙﾄﾞﾚｰﾝ材
(生分解)
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水と微生物により分解され自然に還る材料 (様々な分野で実用化されています）

環境に優しい生分解性プラスチック

ジオドレーン協会



環境に優しい生分解性プラスチック

本製品はトウモロコシ由来の自然素材が主原料。
自然環境の中で循環し、持続的な生産が可能な材料。

生分解性プラスチックの循環
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環境に優しい生分解性プラスチック

追跡調査例では７年程度で最終段階まで分解すると予測されています。
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環境に優しい生分解性プラスチック

水平ドレーン施工による事後調査への影響はありません。
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分解の種類によっては自然界に細かな残存物を残し、逆に環境に負荷をかけ
る事になります。

「生分解性プラスチックの本」 －生分解性プラスチック研究会－ より抜粋

分解の違い
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残存物
あり

残存物
なし



「酸化分解型プラスチック」は、生分解性の無いプラスチックに酸化分解促進剤
を添加し、その触媒反応によって分解するプラスチックです。

触媒と直接接触しないプラスチックは分解されず、細分化され残留します。

日本バイオプラスチック協会では、「酸化分解型プラスチック」を生分解性プラス
チックとは認定していません。EU等でも使用が禁止されています。

分解の違い
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残留物

残留物



分解の違い

環境配慮型ドレーン材　比較表

項目 生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾄﾞﾚｰﾝ 酸化分解型ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾄﾞﾚｰﾝ ﾊﾞｲﾏｽ樹脂ﾄﾞﾚｰﾝ 天然繊維ﾄﾞﾚｰﾝ 参考：石油系ドレーン

芯材 生分解性樹脂 資源米 バイオマス樹脂 ヤシ繊維 ポリエステル系樹脂

酸化分解型ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ （資源米：30～50%重量比） ポリエステル系再生樹脂

フィルター 生分解性不織布 生分解性不織布 ポリエステル系合成繊維 ケナフ繊維 ポリエステル系不織布

寸法 厚(㎜) 3.3±0.5 2.6±0.5 3.6±0.5 9.0±1.5 3.4±0.5

幅(㎜) 98.5±5.0 94.0±2.0 94.0±2.0 90.0±15.0 98.5±5.0

透水係数 鉛直方向(m/s) 5.0×10-2 以上 1.0×10-2 以上 1.0×10-2 以上 1.0×10-4 以上 1.0×10-2 以上

(350kpa,I=1.0) (200kpa)

水平方向(m/s) 1.0×10-4 以上 1.0×10-4 以上 1.0×10-4 以上 1.0×10-4 以上

（フィルター）

引張強度 (kN/製品幅) 2.0 以上 2.0 以上 2.0 以上 5.0 以上 2.0 以上

その他  ・国内生産  ・国内生産  ・国内生産  ・海外生産  ・国内生産

 ・軽量につき作業性良好  ・軽量につき作業性良好  ・軽量につき作業性良好  ・重量につき作業性難あり  ・軽量につき作業性良好

評価 ○ △ △ △ -

 *) ﾒｰｶｰHPより  *) 技術審査証明報告書より

 ・生分解性樹脂のため最
終的には自然に還る。
 ・グリーンプラ取得。
 ・打設長30mまではｳｪﾙﾚｼﾞ
ｽﾀﾝｽを考慮する必要はな
い。

 ・資源米とﾌﾟﾗｽﾁｯｸの混合
物でありﾌﾟﾗｽﾁｯｸは分解さ
れず残留する。
 ・またﾌｨﾙﾀｰも分解されな
い。
 ・打設長30mまではｳｪﾙﾚｼﾞ
ｽﾀﾝｽを考慮する必要はな
い。

 ・天然素材であり、最終的
には自然に還る。
 ・設計においてはｳｪﾙﾚｼﾞｽ
ﾀﾝｽを考慮する必要があ
る。

 ・打設長30mまではｳｪﾙﾚｼﾞ
ｽﾀﾝｽを考慮する必要はな
い。

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸに酸化分解促進剤を
添加し、その触媒反応により分
解する。細分化されたﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
が残留する。
・打設長30mまではｳｪﾙﾚｼﾞｽﾀﾝ
ｽを考慮する必要はない。
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コスト比較

従来工法 ジオドレーン工法

盛土
ｻﾝﾄﾞﾏｯﾄ 水平ﾄﾞﾚｰﾝ材

ﾊﾞｰﾁｶﾙﾄﾞﾚｰﾝ材ﾊﾞｰﾁｶﾙﾄﾞﾚｰﾝ材

盛土
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環境配慮
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従来の方法 ジオドレーン工法

サンドマット（砂） 必要 不要

盛土 必要 必要

周辺環境
重機作業に伴う

騒音・振動・粉塵
大 中

バーチカルドレーン材 使用可能 使用可能

水平ドレーン材 ー 使用可能

環境へのやさしさ △ 〇

生分解性ドレーン材

天然資源

・有限な天然資源の使用量を削減
・環境汚染（騒音・振動・粉塵など）の軽減
・マイクロ（マリン）プラスチック汚染の低減

盛土
ｻﾝﾄﾞﾏｯﾄ

バーチカルドレーン材

盛土
水平ﾄﾞﾚｰﾝ材

従来の方法 ジオドレーン工法



話題

・マイクロプラスチック問題
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SDGｓ（持続可能な開発目標）への取り組み

砂の使用量を減らし、採掘運搬による環境負荷を減らします

生分解性バイオプラスチックを導入し、
・マイクロプラスチック問題 ・石油枯渇危機 に対応します。

話題
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国交省 北九州国道事務所
福岡県、福岡市
計 約 105万m

震災復興
（岩手・宮城・福島）

計 約 191万m

関東地区UR
（茨城・千葉・埼玉・神奈川）

計 約 914万m

関東地区 民間他
計 約 617万m

国交省 滋賀国道事務所
民間

計 約 4.1万m

NEXCO、宮崎市
国交省 延岡河川国道事務所

計 約 42万m

鉛直：約 1,928万m  
水平：約 107万m （2021.9 現在）

生分解性プラスチックドレーン材 施工実績

岡山県
計 約 13万m

沖縄県
計 約 8万m

名古屋港
計 約 34万m
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２．ジオドレーンＳＰＤ工法
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ジオドレーンＳＰＤ工法概
要

ジオドレーンSPD工法は真空圧密工法の一種です。
改良エリアを気密性の高い大気圧シートで覆い、真空ポンプによりシート内を真

空状態にして圧密促進を図ります。

ジオドレーンＳＰＤ工法

盛土厚 3.5ｍ相当
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ジオドレーンSPD工法は下記のような現場課題を解決できる工法です。

・工期（短縮）、コスト（削減）
・盛土のすべり事故
・載荷盛土調達の苦労
・盛土高さの制限
・現場周辺の環境汚染（騒音・振動・粉塵など）

ジオドレーンＳＰＤ工法
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ＪＲ 車両基地
約 10,000 ㎡

ＵＲ、民間造成工事 他
（茨城、埼玉、千葉、神奈川)

計 約 174,000 ㎡

1７か所（内 2ヵ所は海外）

浄化センター
約 9,000 ㎡

タイ、インドネシア
計 約 180,000 ㎡

ジドレーンＳＰＤ工法 施工実績 2021/9現在

下関 埋立造成
約 48,000 ㎡
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ご清聴ありがとうございました
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